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第４回富山県地域交通戦略会議 議事録 

 

日 時： 令和５年２月８日（水）１５：００～１７：００ 

場 所： ホテルグランテラス富山３階 薫風 

出席者： 委員名簿のとおり 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

●新田知事 

委員の皆様方には大変ご多忙の中、ご出席いただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

足かけ４年になりますでしょうか。日常生活に様々な制約をもたらし、そして社会

の様々な面、特にこの公共交通にも大きな影響を与えて参りました新型コロナウイル

ス感染症ですけども、５月をもって、政府の方では感染症法上の分類を第５類に見直

すという方針が決定されました。 

いよいよウィズコロナ、さらにアフターコロナが目前に迫ってきたように思います。

またその５月を待たずして、すでに様々な面で潮目が変わってきているような気がし

ております。 

ただ一方で、コロナ前からの人口減少、高齢化、このトレンドは全く変わっていな

いわけであります。将来にわたって公共交通の利便性、また持続性を確保していくと

いうこと、これは富山県にとって最も重要な社会課題の一つであると考えておりまし

て、これへの対応は富山県庁にとって重要な政策となることだと考えております。 

その中で、この計画策定、富山県地域交通戦略会議が果たす役割の重要性はますま

す大きくなっていると考えております。 

この会議では今年度と来年度の２年間にわたり、新しい計画を策定することとして

おります。冒頭、委員の１人である宇都宮浄人先生からご紹介いただきました欧州の

持続可能なモビリティ計画（ＳＵＭＰ）の策定プロセスを大いに参考にさせていただ

きながら、昨年６月の会議の立ち上げ以降、本会議と部会合わせまして計 13 回の会

議を開き、基本的な方針或いは考え方、全体目標について検討を進めてきたところで

ございます。委員の皆様方それぞれ本当にありがとうございます。 

ただ、計画策定期間の折り返し時期を迎えつつあるということでございます。本日

はこれまでの様々な検討を踏まえまして、地域交通ネットワークの目指すべき姿。こ

れについて皆様にご議論いただき、今後の仕上げの段階につなげていきたいというふ

うに考えております。 

市町村の皆様、また交通事業者の皆様、そして県民の皆様など関係の皆様が将来の

公共交通の利便性、持続性の確保のために、そしてそれぞれのウェルビーイングの向



 2 / 22 

 

上のために、同じ方向を向いてワンチームで取り組んでいけるようにするためには、

本日の議論がとても重要なもの、一つのエポックメイキングな会議だというふうに思

っております。 

皆様にはどうか引き続きご忌憚のないご意見をいただきますようお願いをいたし

ます。それではよろしくお願いいたします。 

 

３ 議事 

 

（１）各部会における検討状況等について 

（２）富山県の地域交通ネットワークの目指すべき姿（案）について 

（３）質疑応答・意見交換 

 

●石井会長 

皆さんこんにちは。会長を仰せつかっております東洋大学の石井晴夫と申します。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

年度末の大変お忙しい中、第４回目富山県地域交通戦略会議へお集まりいただきま

して本当にありがとうございます。 

先ほど、新田知事さんからもお話がありましたように、延べ 13 回ということで、

委員の皆様には、この本会議、そして部会等で精力的に様々な課題に対してご検討ご

議論いただきまして、この第４回の本会議を迎えております。本当にありがとうござ

います。 

特にこの富山県地域交通戦略会議は大変注目をされておりまして、様々な新機軸を

打ち出していただいております。現在、国の方では通常国会が開かれておりまして６

月の中旬まで様々な関連法案が提出されつつあります。 

つい先日、トルコ・シリアとの国境近くでマグニチュード 7.8という大地震が発生

しました。そういう中で、この国土強靱化、そして交通のモビリティの確保、災害時

の応急復旧を含めたルートの設定、また災害対応のための様々なＧＩＳ、地図情報シ

ステムを含めたインフラの再構築などに関して、政府の方はさらに強硬な検討を行う

とのことでございます。 

そういう状況下で、富山県の交通戦略会議は、様々な観点から注目されております。

県民の皆さんの足の確保、そしてまた来県される皆様のさらなるモビリティの支援、

そしてわかりやすい交通機関のシームレス化、委員の皆様にいろんな観点からご提案

をいただいております。 

今日は事務局が新たに作成した素晴らしい絵と申しますか地図をお示しいただき

ました。事務局の方からは、わかりやすい富山県の地域交通のあり方というものを、

様々な観点からご提示をいただいております。本当にありがとうございます。こうし

たところを中心に、今日はご議論を賜ればと思っております。どうぞよろしくお願い

申し上げます。 
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これまでの富山県地域交通戦略会議では、バックキャスティング型の計画策定とい

うことで戦略の基本的な方針・考え方や全体目標に関しましてまずご議論をしていた

だきました。今後の議論はこれまでの議論を踏まえつつ、具体的な施策についての議

論に本格的に入っていくことになります。 

本日は、今後の議論の円滑化や県民の皆様方をはじめとしたステークホルダーにも

わかりやすく議論の方向性を発信していくことを目的に、地域交通ネットワークの目

指すべき姿を整理するための議論を行いたいと存じております。 

なお本日の会議に先立ちまして４つの部会が開催されており、地域交通ネットワー

クの目指すべき姿の整備に向けて、それぞれ議論が行われております。 

本日はまず、意見交換に入る前に、事務局より部会における議論の概要、それを踏

まえた地域交通ネットワークの目指すべき姿の案などについて、ご説明をお願い申し

上げます。 

それでは事務局からよろしくお願いいたします。 

 

●事務局 

（資料１、資料２、資料３、資料４に沿って説明） 

 

●石井会長 

先ほど事務局より、富山県の地域交通ネットワークの目指すべき姿の案が示されま

した。先月行われました各部会の議論を踏まえつつ、県民への発信を意識した案が具

体的に示されております。本日はこの目指すべき姿について会議として了承するかど

うか、委員の皆様からそれぞれのお立場でコメントを頂戴し、方針を決めたいと思っ

ております。 

先ほど事務局からお示しいただきましたこの絵は、冒頭申し上げましたように、大

変素晴らしい絵に仕上がっておりますし、わかりやすいものでございます。これは富

山県の知見と申しますか、財産と申しますか、非常によくできていると思います。 

毎回でございますが、時間の都合もございますので、大変恐縮でございますけど、

私の方から指名させていただきました委員の方から順にご発言をいただければ大変

幸いでございます。なお時間の都合もございますので、ご発言の際には、おおよそ、

お１人３分程度ということで、よろしくお願い申し上げます。 

それでは最初に、鉄軌道サービス部会の部会長でございます、宇都宮委員からよろ

しくお願いします。 

 

●宇都宮委員 

関西大学の宇都宮でございます。よろしくお願いいたします。 

部会につきましては、今ご説明ありましたので特に繰り返しません。ただ強調すべ

きとすれば、富山県というのは本当に全市町村に鉄道が来ていると。これまさに地域

の財産である。この財産ということは、ぜひ県の方、自治体の方、会議参加の皆さん、
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これから県民に発信いただきたいなと思います。 

欧州では、脱炭素或いはウェルビーイングの達成に向けて、鉄道をつくる、ライト

レールをつくる、廃止された鉄道を復活させる、こういうことを一生懸命やっている

わけです。これに対し、富山県はもうあるわけなので、ぜひこの財産を生かさない手

はないということだけ強調しておこうと思います。 

その上でこの財産を生かした案が今日示されまして、非常に上手くまとまったと思

います。ただ、私自身はわかりやすいと思うのですが、ぜひこれをたたき台に県民の

方と議論して、よりよいものにしていくのがよいのではないかと。まさに県民とのコ

ミュニケーションのツールができたという意味でも、大きいのではないかと思ってお

ります。 

この案の中身も基本的に非常によくできており、私は賛成でありますが、せっかく

ですので、何点かコメントを申し上げたいと思います。 

まず一つは、買い物、通院、学び、子育て、健康、いろいろなものと関連するんだ

という話が出て、関係部局との連携とありました。そうなんです。交通を整備するこ

とはいわば福祉だということです。これをぜひ皆さんに理解いただきたいと思います。 

「交通にお金を出すぐらいなら福祉」みたいな議論がよそであったのですが、そう

ではない。交通を整えることが、まさにここに書いてあるような福祉になり、それが

ウェルビーイングに繋がるのだということ強調しておきたいし、今後の議論において

皆様にも意識いただけたらと感じました。 

その上で、鉄軌道に関わる話で言うと、目指すべき姿その１で、駅を拠点とする場

合、もちろん待合室も重要ですが、ここにも絵が出てますが、その周辺を歩いて楽し

めるっ空間にすること。例えば、国土交通省の道路局で「ほこみち」という事業をや

っています。歩道や駅前広場にカフェが出るとか、うまく駅周辺の道を活用するとい

うのは道路関係も非常に大きく影響しているということ。そしてぜひバス停にも上屋

があって駅から濡れずにバスを待てる、駅前の広場なり道路なりを整備する、道路関

係の連携もぜひ取って欲しいということ。道路は書いてなかったので、そこを付け加

えさせていただきたい。 

それから二点目は、目指すべき姿その４で、データ連携基盤の整備、MaaSとありま

す。MaaSは別に目指すべき姿ではないですが、データは非常に重要で、統計は公共財

です。 

私も統計関係にいたことがありますが、統計データというのは、それをある日整備

をしたら、次の日に何か急に暮らしが変わるわけではありません。地味な作業です。

けれども、ここにはしっかりお金をあてて、データを整備していく必要があります。 

例えば、交通手段分担率がいくらかというのをしっかり把握してはじめて、交通計

画ができるので、ぜひこのデータの整備ということ、県そして基礎自治体でしっかり

と予算を取ってやっていただく必要があるのではないかと考えています。 

それからもう１点、細かい話ですが、目指すべき姿その４に、何度も乗りたくなる

サービスと書いてありますが、私なりに具体的にやって欲しいのは、やはりサブスク
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型で年間乗り放題、つまり、よそから来た一見さんではなく住んでる方が、１年間使

うとものすごくお得になるもの。１年間使える乗り放題定期があれば、車の２台目３

台目を買うよりも、よっぽどお得感があるもの。こういうサブスク型のチケットは、

こういうところで企画いただきたいと感じました。 

 

●石井会長 

どうもありがとうございました。大変重要な点をご指摘もいただきまして、ありが

とうございました。 

 

●本田委員 

富山大学の本田でございます。よろしくお願いいたします。 

本日の資料３に、今後の目指すべき姿というものが大変わかりやすく表現されてい

るのではないかと思います。 

先ほど事務局の方からも部会の開催結果等のご説明もございましたし、ただ今も宇

都宮先生の方からご意見ございました。重なる部分もありますが、この資料３を見な

がら、案に賛成する意見になりますが、述べさせていただきます。 

まず資料３の１枚目にございますように、富山県はこの県内すべての市町村に鉄道

駅があると。この強みを生かさない手はないと私も思っております。 

資料３の２枚目に、目指すべき姿その１、その２とございますけれども、まずその

１の方について、鉄軌道を中心とした公共交通の利便性を向上し、社会インフラの骨

格にふさわしいサービスレベルに持っていくべきではないかと思っております。 

この地域交通戦略におきましては、やはり都市政策と交通政策の連携というのが不

可欠と思っておりまして、鉄軌道を生かすためには、何より、ここにも書いてござい

ますが、市町村のまちづくりとの連携或いは鉄軌道に対する積極的な関与、これが欠

かせないと思っております。 

それから、この目指すべき姿その２にございますけれども、鉄軌道を骨格とするた

めに、各市町村の鉄道駅については、やはり市町村の方で立案する立地適正化計画、

ここで駅の拠点化というものを明確に位置付けていただくことが重要と思っている

ところです。 

現状、駅はともすれば市街化調整区域に位置しているところが結構多いのですが、

駅に拠点としての役割や機能を持たせようと思うと、少なくとも市街化区域、もっと

言えば、都市機能誘導区域或いは居住誘導区域、こういったものに位置付けていただ

くということが必要ではないかと思っています。今後については、鉄軌道の需要創出

をにらみ、都市機能の配置というものを考えていく必要もありますし、新駅の設置も

有効ではないかなと思っております。 

その次の目指すべき姿その３のところでは、近年増えてきましたデマンド交通、こ

れとバス・タクシーの関係性が気になるところですが、うまく両立することが大切で

はないかなと思います。 
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それから目指すべき姿その４に書いております、自由に乗り継げる横断的なサービ

ス、これはぜひ実現すべきだと思っていますが、この実現のためには、例えば運輸連

合のような組織が重要ではないかと思っております。 

最後になりますが、すべての項目に記載がございます「関連部局の予算等の総動員」

ということについてですが、自治体の予算という点から申し上げますと、やはり交通

に関する予算はなかなか厳しいものがあると思っております。交通が移動の手段であ

るということを考えますと、これからは交通部局だけではなく、移動の目的となりま

す、医療、福祉、教育、観光、商業、環境、地方創生、それから同じ社会インフラで

あります道路部局の予算、こういったものも連携強化・協力強化に努めていく必要が

あるのではないかと思っています。まさに総動員が必要ではないかなと考えておりま

す。あと自治体の部局間、それから異なる自治体間で、交通関連予算に対する共通認

識を持つということも大切ではないかと思っています。 

いずれにしても、世界を見ると、自動車偏重ですと都市の持続可能性がなかなか担

保できないということも言われておりますので、そこをしっかりと理解しておく必要

があると思っております。 

 

●石井会長 

それでは続きまして、サービス連携高度化部会の部会長であります長尾委員、よろ

しくお願いします。 

 

●長尾委員 

サービス連携高度化部会について意見を申し上げたいと思います。 

まとめに関しては先ほど事務局で報告していただいた通りですが、その中で特に強

調しておきたいのは、やはり駅での乗り換え環境です。待つ時間を意識することなく、

駅で楽しめるような空間を作っていくっていうことに集約できるのではないかと思

います。 

もう一つはいろんな機関との連携です。商店街、観光事業者、自治体、これらの三

者の協力関係をどう維持していくかが、事業を推進する上において重要なポイントに

なってくると思います。 

それを踏まえて事務局から目指すべき姿として、４つの案を示していただいていま

すが、私もサービス連携高度化部会を担当して、まさにこの案を支持していきたいと。

これをどう事業化に結びつけていくかということが重要なポイントになるかと思い

ます。 

部会との関連で言えば、目指すべき姿その２ですね、この部分がかなり連携或いは

サービスの高度化に関連してくる分野だと思います。地域に施設或いはイベントとか

ソフト的なものも入れて、いろんな行事等がありますので、それらをやはり、利用客

の誘引にどう繋いでいくかという視点が、目指すべき姿その２においては、重要にな

ってくるのではと思います。 
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まちづくりにいろんな機関が関係してきますので、それを具体的に計画から実行し

ていくにあたって、かつて経済産業省が推進したＴＭＯ（タウン・マネジメント・オ

ーガニゼーション）のように、いろいろなステークホルダーを総合的にまとめて推進

していくような組織が、非常に重要なポイントになってくるのではないかと思います。 

目指すべき姿を具体的なものにするために、やはり組織の関係をどう作り、維持し

ていくか。特に幹と枝と葉の中におけるいろいろな情報の共有化を、事業推進におい

てはしっかり考えなければいけないと思います。 

いわゆる部署的な考え方で、枝は枝、幹は幹、葉は葉という形で事業を推進してい

くのではなく、相互に連携を取りながら、事業推進を図っていく。まさにＴＭＯと同

じような考え方が、駅を拠点としたまちづくりにおいても、問われているのではない

かと思います。ＴＭＯに代わる名称を考えて、組織強化を具体的な事業推進において

考えていくべきではないかと思います。 

 

●品川委員 

MaaS を運営する立場として参加させていただいておりますが、今回打ち出された

幹と枝と葉という考え方は大変わかりやすく、また富山県に特有の強みをうまく表現

した本当に素晴らしいまとめ方をしていただいたと思っております。 

my routeをはじめとする MaaSという仕組みは、まさにこの幹と枝と葉を有機的に

結びつけて一つの生き生きとした生命体にしていく。シームレスという言葉が何度も

部会の中で出てきていますが、まさにこの幹と枝と葉をシームレスに繋いで、またそ

の葉にもいろいろな葉があって、それぞれのプレイヤーが有機的に一つの生命体のよ

うに連携また高度化し、一体となってサービスを提供するという身近な仕組みが MaaS

アプリであると、逆に定義づけをいただくことができました。ありがとうございます。 

先ほど宇都宮先生から言及いただきましたが、この資料３の３ページ目、目指すべ

き姿その４が私どもサービス連携高度化部会の議論の成果であると思っていますが、

今後行政の積極的な関与が効果的と思われる部分としてお伝え申し上げると、２番目

の・のデータ取得ですが、まさにこの MaaS という仕組みはビッグデータが取得でき

ますので、部会の方で発表させていただいたのですが、県内のどこでこの MaaS アプ

リをご利用いただいて、クーポンやデジタルチケットをお使いになられたかという位

置データが取れますし、何時どこの交通機関を利用されたかというデータもビッグデ

ータとして取ることができます。 

先ほど宇都宮先生がデータは公共財とお話になられましたけど、まさに公共財とし

て県内の移動のビッグデータが取得でき、それを活用することによって、次なるサー

ビスの質の向上、また公共交通の生産性の向上という、これまで見えなかった視点か

ら高度な分析が可能になるかと思います。ぜひ今後も自治体行政のこの MaaS サービ

スに対する積極的な関与をお願いしたいと思います。 

またその下の、鉄道、バス、観光、宿泊、商店、グルメといった、公共交通と目的

地を結びつけることについてですが、先ほど岩瀬おさんぽフリーチケットはヒット商
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品になったと申し上げましたが、現在 600件を超える販売になっております。そうい

ったデジタルチケットを作るには、様々な業界・業種の方とコミュニケーションを図

りながら、コラボレーションしながら進めていく必要がございますので、そういった

協力をしていく際に、自治体の行政の皆さんのご協力があれば、非常に関係者の輪も

広がるし、話もスムーズにいくし、１民間事業者が旗を振るよりも、信用力も補完し

ていただけると考えます。 

先ほど宇都宮先生はサブスクとおっしゃいましたが、まさにそのサブスクの仕組み

がこのデジタルチケットでございまして、もともと紙ベースでの乗り放題チケットと

して、県主導で作られたものを私どもがデジタル化して、MaaSアプリで販売している

というところです。そういった高度な連携をしていく上でも、今後も引き続き、自治

体行政の積極的な旗振り・関与をよろしくお願いしたいと思っております。 

このアプリについて、さらにレベルアップしていきたいと思っておりまして、先月

28 日に、my route の全面リニューアルをしました。例えば、これまでログインパス

ワードの入力が最初に必要だったのですが、それはサブスクチケットを購入される時

以外は不要にするとか、ユーザーの方がよく行く場所、使いたい場所、よく行く駅、

日頃使われる駅を登録できるようにするなど、非常に使い勝手がよくなっております。

非常に便利になっておりまして、当初設定したＫＰＩも今年は無事達成できる見込み

です。今後も幹・枝・葉を有機的に結びつける取り組みとしてお役にたっていきたい

と思います。 

最後もう１点、去年からノーマイカーウィークもこの my route でやっておりまし

て、トヨタがなんでノーマイカーウィークをやるのかという話もあり、新田知事もよ

くネタにされております。 

まずはカーボンニュートラル、地球環境問題への貢献ということで、この県のノー

マイカーウィークという施策に賛同させていただいているということでありますし、

またこの my route でノーマイカーウィークのチケットを買われる方は、普段マイカ

ー通勤をしておられる方、つまり私ども自動車業界のど真ん中のお客様でいらっしゃ

います。 

今後人口が減っていき、自動車販売事業だけではビジネスが成り立たなくなってい

く中、私どものお客様に新規に公共交通におけるサービスを提供していくという商売

上の定義づけもございまして、いろんな意味で座して縮小を待つだけではなく、新し

い地域における価値をマーケットに提供していくという意味づけもあり、健康にもよ

くＳＤＧｓや地球環境保全にも繋がる取組みということで、今年もこのノーマイカー

ウィークを私ども my route としましても推進いたしますので、皆様のご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

●石井会長 

それでは地域モビリティ部会の方で、今日は部会長の大西委員がご欠席でございま

すので、博報堂の畠山委員、よろしくお願いします。 
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●畠山委員 

ありがとうございます。まず、この計画素晴らしいとシンプルに思います。ですの

で、これがどう実現できるかという視点で、３点、私の方から、意見させていただき

たいと思います。 

一つ目は、どう運営するかで、これからの体制みたいなところがすごく大事だと思

いました。先ほど先生もおっしゃっていましたけれど、ＳＵＭＰという人に焦点を当

てて、やっていこうじゃないかという話で進めていくということですので、徹底的に

人、生活者、住民にフォーカスを当てて、運営していくべきと思っています。 

なので、言葉にすると部局間連携みたいな話があると思いますが、本当に生活者を

中心に置いたときに、当然人は移動して、移動した先に習い事があったり、病院があ

ったり買い物があったりというのは至極当然のことでございますので、もっともっと、

人を中心に・真ん中に置いたときに、これからどうやってやっていくのかみたいなこ

とに対して、単純に予算というお話だけじゃなくて人と物とお金、この側面で、しっ

かりと皆さん全員野球をやっていく。前提は人を中心に、生活者を中心に・真ん中に

置いて考えようじゃないかといったところは、ずらすべきではないと思っています。 

同じく体制面でもう１個、市町村連携みたいなところも、私も朝日町でやらせてい

ただいてて思うのですが、人の生活圏は行政区分で区切られる話ではございませんの

で、富山県という組織で進めていく話ですので、人を中心に・真ん中に置いていくと、

生活圏というのは行政区を超えていくので、そういう関係部局もそうですし、市町村

もそうですし、全員共通認識として人を中心に置いて運営していくということに関し

て、強くお願いしたいですし、私自身もそれに対してコミットしていきたいなと思っ

てます。 

二つ目がプランニング上の話ですが、先ほど先生もおっしゃっていましたデータ連

携、いろいろなところでデータ連携って言われていますので、これこそ人口が減って

いくということに対して、どこの自治体も生活インフラが新しいモデルに生まれ変わ

ってないということかと思っています。 

富山県はウェルビーイングでやっていこうじゃないかということですが、今までは

需要者、供給者があって需要が合わせていくような経済で成り立ってるのだと思いま

すが、生活インフラみたいなことになっていくと、当然、人口が減るかもしれないけ

れども住民の満足度を上げたり、ここの前提をしっかりするとかなりモデルチェンジ

しないと駄目であり、そうすると供給が需要に合わせていくような経済をつくってい

かない限り、結局、いろんなものを作って誰がこれ乗ってんだと、そういう話にすぐ

なり得るので、その供給量と需要量をですね、マッチングしていくためにもこのデー

タの連携というのは非常に大事かなと思っています。 

結果、この需給バランスを新しいモデル化していくと、それこそ持続性があろうか

と思いますし、そういうことをやるためにも、データ取得のためにも、先ほどの繰り

返しですが、人は移動して買い物したり教育をうけたり、いろいろなところの人を生
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活を丸ごと理解するという意味において、データ連携をしていくということが大事な

のではないかと思っています。 

最後、絵も素晴らしいかなと思いますけど、少しだけ、やや専門的な領域の広告会

社の話でいくと、もう少しだけ、わくわくするような、結局デザインとか人の目に入

るところは細部に宿ってくるので、めちゃくちゃわくわくするような感じとか、あと

表現も、少しだけ気になるのが細かい話ですけど、待ち時間の有効活用とか、人にこ

う有効活用とか言われても全然ウェルビーイングになってこないんで、やりたいこと

とか、いろんなセレンディピティな出会いとか、わくわくするような話にしていかな

いと、ただでもみんな忙しいのにせせこましい話になってくるんで、ウェルビーイン

グという大前提を意識して、もっとみんなが、ああこれだったらやってやろうぜって

いうような、表現、絵みたいな話は、よりアップデートしていけると良いんじゃない

かなと思いました。 

長くなりましたけど以上でございます。 

 

●石井会長 

わくわくするようにさらにブラッシュアップするというご提案をいただきまして

ありがとうございます。 

それでは同部会、モビリティジャーナリスト楠田委員、よろしくお願いします。 

 

●楠田委員 

よろしくお願いします。私もこの絵や具体的な施策の検討など非常にいいなと思っ

ておりますので今後に期待しております。いくつかコメントさせていただきたいと思

います。 

まず１点目が、通勤、通学、通院、観光、買い物など関係分野との連携の話。新田

知事はじめ市町村の代表者の皆様がいらっしゃいますので、ぜひ関係部局の皆さんと

の総動員っていうところ、本当にしっかりやっていただけたらと思っております。 

鉄道であったり公共交通があまり発達していなくて車に頼った中での通学をずっ

としていたのですが、今日も天気が悪くて寒かったり、雨が降ったりというところは、

やはり人口が減って本数が減ってきてしまうのは、仕方がないところですので、待っ

ていても楽しい、勉強できるという、交通の環境にしていただけたらなと思っており

ます。 

続きまして、免許返納の問題を考える活動をしておりまして、やはり車が便利な地

域ですので車に乗っている方にアプローチをしっかりしていただきたいと思ってお

ります。 

富山県の警察本部交通部の関口様もいらっしゃいますが、車に乗れなくなった方々

が生活できなくならないようにすることがとても大事になるかと思います。 

ですので、県の方、市町村の方にも聞いていただきたいんですが、65 歳とか 70 歳

とか、または免許更新時には、必ず情報を送付するとか、机の上に置く、椅子のとこ
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ろに置くとか、県民の皆様に絶対目に触れるようにしていただきたいです。 

例えば県や市の方は、ご自宅にお知らせを送るということもありますでしょうし、

警察の方では、明日からでもおそらくできるかと思うんですが、更新時にチラシを椅

子に置く、繰り返しになりますけど、公共交通の乗り方教室の開催日時をご紹介する

とか、あと my routeのアプリを皆さんで推進しようとされているのならば、my route

のアプリのチラシを一緒に置くとか、あとやはりスマートフォンはダウンロードして

使える状況にしたり操作とかっていうのは、はじめは教えてもらわないと使えなかっ

たりするので、ブースを置いて、操作をお手伝いしていただくようなことを工夫して、

誰１人として移動に困って生活できないという状況をなくすことをゴールにしてい

ただきたいと思います。 

さらに、車を販売していらっしゃる品川さんもいらっしゃると思いますが、車を運

転される方が何歳で、そろそろかなって思われるときはぜひそこに公共交通のご案内

をする、my routeのアプリを入れていただく、それはトヨタさんだけでなくて、車を

売ってらっしゃる販売店さんのレベルまで、車にいっぱい乗ってきたけども後の生活

もちゃんと見ますよっていうことを、決意していただけたら、田舎のおじいちゃんお

ばあちゃんをこれから皆さん心配になられる世代だと思いますが、みんなで心配にな

らない地域を目指していただきたいなと思います。 

そうすると、住民の方の行動パターンを変えていただきたいと思っていまして、ど

うするかというと、病院に行くときは予約をする、買い物に行くときは予約する、通

勤とか習い事に行くときは予約するという形で、公共交通に乗ったり地域のサービス

に触れることをパターン化していって、需要と供給のバランスを、わかるようにして

いただくような協力の仕方をしていただけたらと思っています。 

あと、すいません二つです。それで終わります。ネットワークのサービスの統合進

化のところで、データの連携の話がありましたが、それを目的にしていただきたくな

くて、何を目指すかというと、地域や観光客の方のコミュニケーションがこれまで中

心でしたが、事業者さんの皆さんのお仕事、行政の皆さんのお仕事を効率化したり、

サービスの向上に繋がるように、何を目的としたデータを集めるのか、組織をするの

かをしっかり明確にして、今後のデジタル社会に向けて動いていっていただけたらと

思っています。 

最後に、タクシー会社やバス会社との協力や、企業のサービスの両立というのは非

常にいいと思っていまして、朝日町のノッカルでされてるようなタクシー事業者協力

型自家用有償運送などのお話がありますけども、皆さんも大変なんですけが、よく忘

れがちになっているタクシー会社さんの経営も、かなり苦しそうだという話もあるの

で、共同のオペレーションという発想も入れながら、多様な担い手、住民の方の担い

手という話、さらにモビリティの多様なサービスに備えた共同配車オペレーションの

仕組みなどを検討していただいた方がいいかと思っていますので、ご検討されてはど

うかと思っております。以上でございます。 
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●石井会長 

それでは続きまして利用者代表の方に移ります。富山県高等学校ＰＴＡ連合会松山

委員よろしくお願いします。 

 

●松山委員 

松山です。よろしくお願いいたします。 

私の方からは、目指すべき姿その２の方になるかと思いますが、私、南富山に住ん

でおりまして、まさに交通の結節点でございます。小中学校や高校も多いところでし

て、塾もありますので市電通り沿いの県道ですとか、駅前ですとかそういったところ

に送迎車がたくさん並びます。夜間であれば歩行者や自転車の飛び出し、そういった

ところで非常に事故の危険性があると日頃から見ております。 

私も 35 年ほど前は、このエリアに通学していたんですが、当時は南富山駅前にも

いろいろな商店があり、地鉄の時間待ちによく利用させていただきました。今でも極

端にダイヤ編成が変わったというわけではなく、駅周辺のそういったお店だったりが

なくなったために、子供たちが時間を待つのに寒いところに立たせちゃ駄目だなとい

う親心で、どんどん送迎車が増えたのかと勝手ながら想像しています。 

そういった中、駅周辺の機能がアップすれば、自然と時間を費やして、公共交通を

使う子供たちが増えるのかと思っております。まさに目指すべき姿のその２にありま

す、地域の拠点として駅空間を利活用するというところがまさにマッチして、重要か

なと思っております。 

また送迎について触れましたけれども、今後部活動の地域移管がどんどん進んでい

くと思っております。必ずしも通っている学校で活動できるとは限らず、自分のやり

たいスポーツなり文化活動、そういった際に遠くの学校に行かなくてはいけないとい

う事も発生するのではないかと思います。 

まさにそういった時に、やはり送迎は切っても切れぬことでありますので、例えば

仕事で行けないとか、車がないといったような状況の時に、近所の人に送ってもらう

ということがあるのかと思うのですが、やはり人を乗せると何かあると怖いというよ

うなこともあるので、例えば保険制度であったり、シェアカー、あとタクシーとの連

携とか、そういったところの制度なり仕組みがあればいいなと思った次第です。 

 

●麻畠委員 

目指すべき姿その１からその４は、わかりやすくよく考えてあるなと思います。 

ただ、高齢者から見ると、説明でよくわからないと思われるカタカナ語がいくつか

あります。例えば、その３の地域内モビリティサービスの確保の１行目、括弧の中に

「ファーストワンマイル」ってあるんですが、これは「最初の 1.6 キロ」、何のこっ

ちゃと。なくてもわかるのではないかと思います。 

それから先ほどからサラサラっと「ＭａａＳ」が出てきますが、これがわからない。

この会合があるので、ネットで調べました。わかったようでやっぱり難しかったです。
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もしこれを出されるときには解説が要ると思います。 

わからないこともう一つは、目指すべき姿その４の MaaS の下段の３つ目のポツに

「鉄道やバスなどモード横断的なサービス」、これがわからない。「モード横断的」が

わからない。どういう意味だろうと。 

ちょっと年寄りには、何かわかりにくいというところが幾つかあります。ちょっと

考えていただけたらなと思います。 

さて皆さんご存知のように、大きな問題は超少子高齢化の進行で、とりわけ富山県

では進んでおりまして、県の予測によると、2025 年には、３人に１人が 65 歳以上、

５人に１人が 75歳以上に、とされてます。 

昨今は元気で活動的な高齢者、70 を超えても元気に働く高齢者も多くなっていま

すが、リタイアした年金生活の高齢者ももちろん多くいます。こうした高齢者にとっ

ての交通機関は、基本的な方針にあるように、使いやすく便利で安全快適なものであ

ることが、まず、重要です。 

もう１点。年金に頼る高齢者にとって重要なことは、料金がリーズナブルなことで

す。私は富山市の旧郡部に住んでいていますが、周りの高齢者仲間にどんな交通機関

があればいいかねと聞いてみました。 

年寄りですから、なかなか新しいアイデアは出てこないのですが、ライトレールが

我々のところも走っているといいねと、本数多いし乗りやすいし、なんといっても 200

円均一だ、うらやましいなと言います。富山市で行われていおでかけ定期券、時間の

限定はありますが、市内の高齢者からは、助かっているという言葉もよく聞きます。 

目指すべき姿に、タクシーや路線バスへの乗り継ぎなどが挙がっているのですが、

運賃はどうなるんだろうと年金生活者が気になるところです。いろいろメニューある

けども、よく運賃を考えたら、結局マイカーだということにならないようになればい

いと思います。 

今日いただいた資料でもう一つ、駅のあるところにいっぱい住んでいるってあるん

ですが、私は違った見方で、駅がないところにもいっぱい住んでいると。スカスカと

したところにもそういうものをと、今日の資料を見て思いました。 

 

●石井会長 

ありがとうございます。大変重要な点をお教えいただきました。 

わかりやすい説明というのは、先ほど MaaS もそうですし、モード間の連携も、事

務局の方で最終的にまとめるときに、できるだけわかりやすく、県民の皆さんにご理

解いただけるような形で工夫していただけると思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

それでは富山県自治会連合会北岡委員よろしくお願いします。 

 

●北岡委員 

自治会連合会でございます。素晴らしいプランを事務局の方々から説明をしていた
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だきましてありがとうございます。 

自治会連合会としては、賛成させていただきます。ただ、今ほどの委員の方の発言

にもありましたように、どうもカタカナ語が多用されるとわかりづらいという側面が

あります。今から申し上げる視点で見なおしていただけたらいいなと思います。 

それは、より具体的であること。市民を巻き込むこと。内容が平易であること。だ

から取り組みやすいこと。目標までの道筋が見えやすいこと。それでもって県民住民

地域住民が自信が持てること、だと思います。 

自信が持てると、県民が積極的にそのプランに関与でき、そして参画しようとする

意欲が湧いてくるのだろうと思います。プランが素晴らしいと、その実現に向けてど

のような方策があるかということを考えてみますと、やっぱり一番大事なのは、県民

への啓発活動、県民への広報活動だろうと思っております。 

いろんな機会を使って、もちろん部局間連携、そして市町村連携も大事なことであ

りますが、地域住民がそのプランをより積極的に自分ごととして考え、そして参画し

ようとする、そういう啓発活動・広報活動を事務局の方々にも大いに考えていただけ

るとありがたいなと思います。 

 

●石井会長 

ありがとうございます。 

今のご提案も事務局の方で受けていただきまして、より県民の皆さんにわかりやす

くという、麻畠委員、北岡委員のご指摘、ご提案についてもよろしくお願いします。 

それでは交通事業者の皆様の方から、ご意見賜りたいと思います。 

 

●日吉委員 

あいの風とやま鉄道の日吉でございます。 

この示されております案でございますが、これらの内容は今まで積み上げてきた議

論をベースにされたものだと理解いたします。そういう内容については非常にわかり

やすく整理されているのではないかということで、あいの風としては賛成させていた

だきたいと思います。 

その中で、鉄軌道サービスの利便性・快適性の向上のところで、通勤通学云々と関

連分野が出ていますが、他のところでは子育てとの関連も出てきたりするのですが、

我々の鉄道そのものについても、例えば通勤の中の一部だろうとは思いますが、子育

て世代の方々が短時間勤務を行っている場合に、例えば、通常８時半までに会社に行

きますというのが９時半とか、ずれてきているというものがあります。 

そういうものはこれからどんどん使われてくると思いますので、私も当社のダイヤ

を見てみたのですが、早い話が８時半まで一生懸命にダイヤを組んで、８時半を過ぎ

ると力尽きているというような状態になっておりますので、これは少し見直すべきで

はないかと思います。 

この辺については、例えばパターンダイヤであるとか車両の増発であるとかを今後
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考えていかなければならないのだろうということで、これは鉄道事業そのものとして

もやはり子育ての関連性は全くないわけではないということで、検討を進めていきた

いなと思います。 

今回のものは基本的には方針のことであって、次の具体的な施策についてはまた次

のステップとお聞きしておりますので、その辺についてはあまり触れないようにした

いと思うのですが、利用者なり市町村とのお話で一番出てくるのは、やはりバリアフ

リーの問題、それから車両を増やすという話、増発といった話です。 

今後の議論としては、そのバリアフリーについて、国の基準の弾力化を求めていく。

車両についても同じようなことが出てくると思いますので同じく弾力化を求めてい

く、そうでない場合は、どう対応できるのかといった議論も検討いただきたいなとい

うふうに思います。 

 

●鹿野委員 

ＪＲ西日本金沢支社の鹿野でございます。まずこれまでの議論を踏まえまして、富

山県の地域交通ネットワークの目指すべき姿の案につきまして、おまとめいただきま

して感謝申し上げたいと思います。 

弊社としても、安全安定輸送に加えまして、特に多くの駅をお預かりいたします鉄

道事業者として、駅を気持ちよくご利用いただくことに加えまして、マルート、ヴィ

スキオが開業して間もなく１年を迎えます、富山駅に代表されるような駅を中心とし

たまちづくりにしっかりと取り組んで参りたいと思っております。 

一方、これは繰り返しになりますが、地方ローカル線を取り巻く環境は、非常に厳

しいものがございまして、様々な要因のもと、利用者が減少すれば、事業者としては、

持続可能性の観点から、経営のさらなる効率化をせざるをえない状況でございます。 

これは、利用者目線に置き換えてみますと、結果的にはサービスレベルの低下に繋

がる場合もございまして、その結果、さらなるご利用の低下を招くという、いわゆる

負のスパイラルに陥ってしまう懸念がある状況で、それを避けるためにも、今回まと

められたこの４つの視点での取り組みは、極めて重要であると改めて感じております。 

今回の目指すべき姿その１の中に、「現行レベルから上乗せするサービスレベルの

達成のため、自治体が積極的に関与」という記載がございます。上乗せ部分のみの関

与ではなく、先ほど申し上げました負のスパイラルから抜け出して、目標とするサー

ビスレベルの達成に向けて、地域交通ネットワークの維持、そしてさらなる向上に、

自治体の皆様にも積極的に関与いただけるものと受けとめております。 

今後の戦略会議では具体的な施策について、本格的な議論に入っていくと認識して

おりますので、地域交通ネットワークの目指すべき姿の具体化として、各地域の将来

を見据えたまちづくりの装置として、どのような交通ネットワークを目指していくの

か、その交通ネットワークの前提となる機能、必要となる機能は何なのか、整理して

いく必要があると思っております。 

また、これまでの会議で繰り返しお伝えしおりますが、事業者単独で或いは事業者
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の努力プラス補助という形で、このような未来を実現していくことは非常に難しいの

で、役割分担や責任分担も含めて今後のポイントになると考えておりますので、引き

続き皆様としっかり議論を深めて参りたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

●新庄委員 

富山地方鉄道ですよろしくお願いします。 

まずこれまでの議論でまとめられた資料３、地域交通ネットワークの目指すべき姿、

この内容に自治体、市町村、そして地域がこれだけ多く取り上げられていますし、ま

たポイントとして積極的に関与するともございます。このような公共の主体的な関わ

りを求めてきた弊社としては、この案に大変満足しております。本当にありがたく思

っております。 

いよいよここからはこの関与の度合い、計画の方針で言いますと、関係者の役割、

そして責任分担、これを具体化する議論、特にこの計画を達成するための、地味です

が、土台の議論をしっかり行っていかなければならないと思っております。 

特にその議論の中心になるものとしては、最近の部会でも取り上げていただいてお

りますが、弊社の鉄道線がございます。今全国各地で、地域の鉄道に対する自治体の

関わり方についての検討がかなり行われておりますが、弊社の鉄道線も間違いなく例

外ではなく、その検討を行う段階にあると思っております。 

今後、特に沿線自治体の皆様と弊社が一緒にこれらの課題としっかり向き合って、

弊社鉄道線が富山県の地域交通としての骨格としての役割をしっかり発揮できるよ

うに、地域の実情に見合った体制、それの具体化に向けた協議を進めて、そして解決

して参りたいと思っております。 

そしてこれからの具体化協議に際しての弊社の考え方は、これまでの部会でも申し

上げましたが、事業としての採算性、これは民間ですので尊重いただかなくてはなり

ません。ただそれでも公共のサービスを提供する事業者として、公共性と企業性の両

立が図られる、せめて収支均衡までの運営までは、地域の１関係者として、役割そし

て責任を果たして参りたい、果たすべきと考えておりますが、それ以上のサービスの

上積みなど、事業者の運営能力を超えて、さらに地域自治体として求めるサービスな

どを含む運営については、関係地域、自治体の役割責任として、財源の確保も含めて

対応いただきたいというふうに思っております。 

弊社としてはこのように運営の内容に基づく役割責任に応じて、事業者と地域自治

体にその運営の主体を分担することは、事業者としての採算性も、公共としての利便

性も両立して、利便性の高い地域交通サービスの提供が継続して成り立つ考え方の基

本になるとして、今後の協議においては、関係の皆様にご理解をお願いしたいという

ふうに思っております。 

それと、ここまでは利便性を高めることと自治体と事業者の連携を考えることを中

心に協議を行ってきておりますが、それはもちろん大事なことですが、それらの仕組
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み、形を作ることが目的ではありません。 

それ以上に最も重要なことは、とにかく１人でも１回でも多く、電車、バスをご利

用いただくということでして、今行っている協議と合わせて私たちが取り組んでおり

ます地域交通と関わる問題が、先ほど資料にもございましたが、まちづくりであった

り、子育てであったり、健康などにも生活課題として関連があることについて、地域

の皆様に伝えて、気づいてもらって、そのための利用をお願いしていくことも必要だ

と思っております。 

自治体の財源の確保の課題など今後は難しい議論にもなって参りますので、ぜひこ

ういった面からも、県民への発信共有についてお願いしたいと思っております。以上

です。 

 

●石橋委員 

石橋です。毎回言いますが、私は働く側の立場で参画をさせていただいております。

この交通運輸に携わって結構年数も経ちました。 

それで今、県の方で地域公共交通をこれだけの議論をして計画を作り上げていくと

いうところに至ったというのは、先ほどからのいろいろな計画案を聞いて、部会でも

十分揉んでいただいて出されてきたという点については、働く側としても、非常にあ

りがたいというふうに思っております。 

先程来、各委員の方々からそれぞれの立場でご意見があったわけですが、今日国土

交通省さんもおられますけど、公共交通維持のために或いは人の移動の権利のために、

補助金等含めまして、これからですね、国会の中でいろいろ法改正も含めてやってい

かれるということになっているようです。 

その中で、この鉄道事業法とか道路運送法、そういったところの改正もですね、行

われていく方向になると伺っております。率直に言いますと、法改正を伴うというこ

とはメリットがもちろんあるんでしょうけど、その逆の、古い話で申し訳ないですが

20 年前の公共交通に対する様々な自由化、そういったことが背景になって悲惨な事

故が多くありました。 

そういうものも脳裏を駆け巡るわけですが、この度の法改正、制度改革については、

そういうことではないと私は信じたいと思いますし、また富山県のこの計画もそうい

う方向性にはいかないという大前提を期待したいと考えております。働く側として同

じ思いを２回もしたくないということが非常に強いということはぜひ知っていただ

きたいと思います。 

それで国の方も言っている連携と協働ということで、この地域公共交通をリデザイ

ンする、再構築するということの方針のようです。ですから、そういう方針の転換と

いうことで、今までの助成金や補助事業という考え方から一歩進んでいくということ

だろうと私自身は思っております。 

その中で今ほど事業者の方からもありましたし、このあいだ地方紙にも載っていま

したが、まずは鉄軌道が骨格なわけですから、鉄軌道をきちんと残すという、やはり
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そのためにどうしていくかという議論を私たちも進めていかなければならないと思

います。またそういう方向で今国全体も動いている、富山県も動いていると確信して

おりますので、その部分の議論をこの先十分重ねた計画の策定を望んでおります。 

そのためには、やはり最後は働く側が、どうしても必要なわけでして、その労働力

が今本当に枯渇しそうになっていると。特にバスとかタクシーについては非常に減少

しています。ここの部分を抜きに、計画だけが１人歩きするということは有り得ませ

ん。ここのところはこの計画を作る上で、一番の根幹のところだと私たちとしては考

えておりますので、その部分について十分措置がとられるような計画であって欲しい

と考えております。 

そういう中、これから各事業者間や自治体と連携しながら、地域住民の皆さんと連

携しながら、どうやって私たちが移動できるか、それをどうつなぐのかということを、

最後には達成をして、毎年改善を繰り返しながら、持続可能性を維持していくという

ことを最大限重視をして、計画の策定になることを願っております。 

働く側としてはそういう考え方で臨んでいきたいと思っておりますのでよろしく

お願いいたします。 

 

●石井会長 

それでは行政側から富山市美濃部委員よろしくお願いします。 

 

●美濃部委員 

目指すべき姿ですが、我々としては大賛成といったところです。なぜかというと、

我々が進めてきた都市計画のマスタープランや立地適正化計画に、合致した構成にな

っているということです。 

２ページの図を見ますと、駅があって歩いて楽しいまちづくりみたいになっていま

すが、富山市だけ他の都市より大きいという特殊性で、この絵の書き方でまだ改善で

きるとすれば、シェアサイクルみたいなのもありますし、それから路面電車が拠点の

中での移動にも使われている。それから、グリーンスローモビリティも県と共同で走

らせています。高齢者にはこういう拠点を歩いて回るのが、難しい状態になっている

というところもあります。 

それから３ページの上の図で、路線バス等への乗り継ぎというのは書いてあります

が、富山地方鉄道とか高山線では、バス停の場所が地域のサブ拠点ぐらいの拠点性し

かないところも多くありますので、この路線バスの部分が鉄道に変わる部分もあるの

かなと思っています。 

こういう形で構成された交通体系がどれぐらいの水準を目指すのかというのもこ

れから議論しないといけないと思うんですが、３ページの上の部分の緑色にグルグル

回ってるところは、例えば運行頻度を考えても、車の運転できる人がこっちに乗り換

えてくれるというのはなかなか期待できなくて、多分、地域の人の生活が車が運転で

きなくても成り立つように支える領域かと思っております。 
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それから、バス停から駅へ行ってですね、２ページ戻りますけど、駅の周りで路面

電車に乗ったりすると、現状乗り継ぎのたびにまた初期料金がかかって、距離的には

二、三百円でいけるところが 600 円とかかかったりしておりますので、先ほど MaaS

とかいろいろな方法がありました。我々、おでかけ定期券で、高齢者でもう車を運転

するのは大変な人だけにそういうサービスをしておりますが、こういうバス停から拠

点の周りみたいなところについては、車で行ってた人が公共交通も選択肢に入ってき

て、一定程度使える、目指すレベルというものが、料金体系・運行頻度含めてあるの

かなと思っています。その辺もこれから議論させていただきたいと思います。 

以上です。 

 

●河村委員 

資料３の目指すべき姿としての４つの項目自身は、正しいだろうと思います。知事

さんの冒頭の挨拶或いは何人かの委員からのご発言もありました通り、持続可能性と

利便性の向上というこの二つが地域交通で大きな課題になっているわけでございま

す。 

本日の議論は、目指すべき姿ということで、どうしても利便性の向上についての議

論論が中心となったのかもしれませんが、持続可能性について、持続することが前提

にされた議論になっていないかということに、非常に懸念を覚えるところでございま

す。 

どこの段階での議論になるかわかりませんが、持続可能性ということについても十

分に議論を重ねる必要があるのではないかと思います。持続可能性があっての利便性

向上という関係にあるかと思いますので、その辺を少し今後の議論で詰めていく必要

があると思っております。 

他の委員からのご指摘で、目指すべき姿その１の中の「現行レベルから上乗せする

サービスレベルの達成のため、自治体が積極的に関与」という表現をとらえてのご意

見がございました。市町村や鉄道事業者によって差異はございますが、現行のサービ

ス水準維持のために、（積極的かどうかは、評価をこちらでする立場にはないのです

が、）関与させていただいているケースもございますので、そういった実情も踏まえ

た上で、目指すべき姿について、「持続はもう大丈夫なんだ」という誤ったメッセージ

にならないように打ち出していく必要があると考えております。 

それと二つ目はですね、今ほど、富山市の副市長さんからお話ございましたし、麻

畠委員からもお話がございましたが、部会での議論がベースになってくるかもしれま

せんが、鉄軌道だけが骨格ではないといいますか、地域によっては、市町村の広域或

いは複数市町村を跨いで運行してるバスについては、もう骨格という位置付けを担っ

ている実情がございますので、そういったことも踏まえた上での打ち出し方、記載の

仕方をご配慮いただければありがたいと思っております。 

あとは細かい話で一つですが、目指すべき姿その２のポイントの中の２つ目のポツ

で「駅の乗り継ぎの円滑化のため、自治体が積極的に関与」ということでございます
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が、長尾先生がおっしゃったように、待ち時間を意識しないということでの記載かと

思います。それと図の方にも「拠点駅の乗り継ぎ快適性の向上」という書き方があっ

たと思いますが、乗り継ぎの円滑化というのは私どもよく鉄道事業者さんにお願いし

てる表現でございまして、人によっては、これは接続の改善という意味で受けとめら

れる可能性がありますので、乗り継ぎ快適性の向上とか、或いは長尾先生おっしゃっ

たような待ち時間を意識することのない環境の整備とか、そういったニュアンスがわ

かる表現にしていただいた方がいいかと考えております。 

以上でございます。 

 

●白砂委員 

国土交通省北陸信越運輸局交通政策部の白砂と申します。私は国の立場として、今

日ご提示いただいた目指すべき姿についての発言をさせていただきたいと思います。 

記載されている内容については、政府が示しております交通政策に係る基本的な方

向性、政策的な方向性にも合致しておりまして、内容的にはよろしいのではないかと

思います。 

今後の議論としてはこちらの目標を立てた中から、より具体的な施策の検討という

ところにステージは進んでいくかと思います。富山県全域が対象ということになって

おりますので、地域によっては、それぞれの幹・枝・葉のあり方、運行形態、役割分

担について多様なところが出てくると思っておりまして、具体的な役割分担なりの議

論がなされていく中で、現行制度の枠組みの中においては、なかなかその対応がしき

れないという部分も出てくるのではないかと考えております。 

その場合は、決まりがあってできないから駄目だということではなくて、それを実

現するためにはどのような制度、枠組みにしていったらできるのかとか、その辺の検

討もしていく必要が当然出てくると思っておりますし、皆様のご知見などをいただき、

本省とも調整をしながらしっかりサポート体制を整えていきたいと思っております。 

私ども国土交通省では、交通政策もそうですが、都市政策の分野や、観光の分野な

ど、幅広い業務を所管しておりますので、省内の連携も強化して、しっかりしたサポ

ート体制をとっていきたいと思っております。引き続きよろしくお願いしたいと思い

ます。 

先ほど石橋委員から法改正も含めてという部分で、過去のいろいろな問題も起きて

いるので、そのことについてはよろしくお願いしますというお話もいただきました。

まさに今様々な制度の枠組みの話などが検討段階に入っておりますが、安全安心を大

前提としての検討が進んでおりますので、その点については、まずはご安心いただき

たいと思っております。 

やはり現場からの意見として、石橋委員のほかにも事業者さんからもお話もありま

したが、現場のリアルに起きていることというのは、やはりその現場の方でないとわ

からない部分がありますし、今回富山県としての目指すべき姿、これを一つの大きな

目標として立てたときに、見る方の立場や角度によって、同じことであったとしても、
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ちょっと言葉が違ったり、何だろうこれはというような流れになったりする場面もあ

るかと思いますけれども、私ども国土交通省の方では、事業者を所管する業務もあり

ますし、そういったおつき合いもありますし、道路運送法、鉄道事業法、その個別の

法律の中での解釈なども専門としておりますので、おやっと思ったようなことがあれ

ば遠慮なくご共有いただきながら進めていただければと思っております。 

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 

●石井会長 

どうもありがとうございました。 

国土交通省さんの方から、そしてこの富山県地域交通戦略会議に対するご支援も今

後ともいただけるというお言葉を頂戴しましたので、私たちも本会議をさらに積極的

に進めていきたいと思います。 

委員の皆様からいただきました様々なご指摘、ご意見、ご提案は、事務局と全体の

取りまとめを仰せつかっております私の方で今後も調整をしながら進めていきたい

と思っております。 

大変申し訳ありませんが定刻の時間が迫っておりまして、まだまだご意見をお聞き

したい委員の皆様がたくさんおられると思いますが、意見交換はこの辺で終了させて

いただきたいと思います。また補足で何かご意見等ございましたら、遠慮なく事務局

の方にお申し出をいただければと思っております。 

特に今日は、先ほど冒頭で宇都宮先生から交通は福祉という基本的な原点に返るご

指摘をいただきました。そして本田先生からは、ヨーロッパで進められている運輸連

合のような総合調整をして関連分野との連携を強化するためのお話もいただきまし

た。長尾先生からはやはり連携強化を図るためには新たな組織が必要だというご指摘

もいただきました。 

そういう中で、今日はこの資料３の目指すべきその１、その２、その３、その４に

全部書いてありますが、関連分野との連携を強化するためには、関連部局の予算等の

総動員を今後図っていく必要があるということは、紛れもない事実だと思います。で

すから、今後様々な施策を実現するためには、この基本的なところをしっかり踏まえ

ないと、なかなか難しいと本日の議論を聞いていて思いました。 

各委員の皆様からは、全体を通じた中で、この目指すべき姿について、特にご反対

意見はなかったと思っております。特に資料３については、皆様方から、説明の仕方、

わかりやすさというところはございましたが、本会議としてはこの方針・方向で了承

をさせていただいて、今後目指すべき姿を踏まえて施策の議論を具体的に深めるとい

うことで、県民の皆様への発信を共有していきたいと思っておりますが、よろしいで

しょうか。 

（委員から異議なし。） 

はい。ありがとうございます。 

それでは資料３の目指すべき姿を踏まえて、今後計画策定に向けて、県民への発信・
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共有や具体的方策等の議論をさらに進めていきたいと思います。 

事務局におかれましては、引き続き各部会における具体的な施策等につきまして、

議論をさらに進めていただきますようにお願い申し上げます。各部会の部会長先生は

じめ委員の皆様におかれましては、どうかさらなるご支援ご協力のほどよろしくお願

い申し上げます。 

それでは本日の会議の議事につきましては以上となりますが、新田知事に最後にコ

メントいただければ大変ありがたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

４ 閉会 

 

●新田知事 

石井会長また委員の皆様方、ありがとうございました。 

昨年６月から約９ヶ月にわたり、３回の戦略会議そして 10 回の部会を経て、今日

地域交通ネットワークの目指すべき姿というご提案をさせていただきましたところ、

多くのご意見をいただき、さらに付加をするご意見をいただいた上で、ご賛同いただ

いたと理解をしております。本当にありがとうございました。 

また、北陸信越運輸局の白砂次長さんからは、社会資本整備、また道路交通そして

観光まで広く主管される省庁として、広く後押しをいただくという力強い、そしてま

た、大変ごもっともなご意見もいただきました。本当にありがとうございます。 

そして何度も話題になります関連部局の予算等の総動員ということで、これについ

ては、今日、私と副知事の蔵堀も来ておりますが、市町村の皆様、或いは関係の皆様

との、ご協力をいただきながら、しっかりと目配りをして参りたいというふうに思い

ます。 

本年度の会議は今日で最後となりますが、また次年度、引き続き皆様方のお力添え

をいただきまして、具体的な議論について進めていき、成案に持っていきたいと思い

ます。どうか引き続きのご協力をお願いいたします。 

ありがとうございました。 

 


